
 

戦略目標：脳機能の解明 

 脳は多くの画期的な発見が行われる可能性を秘めている研究対象であり、２１世紀

に残された数少ない巨大フロンティアのひとつである。また、脳科学の進歩は、人間

たる所以の根元である脳を知ることにつながり、脳を知ることは即ち人間を理解する

ことにつながる。また、脳科学研究の成果は、脳の老化の防止、アルツハイマー病等

脳・神経系の困難な病気の克服、脳の原理を生かしたコンピュータやロボットの開発

による新技術・新産業の創出につながる。このような意味で脳科学の推進を図り、脳

機能の解明を行うことは、正に人類的課題となってきている。 

 したがって、戦略目標を、人間の理解の基礎として脳の働きを知るとともに、新技

術・新産業の創出にも繋がることを念頭においた「脳機能の解明」とする。     

 なお、この脳機能の解明を行うためには、脳の働きの理解を目指す「脳を知る」、

脳の老化、疾病のメカニズムの理解と制御を目指す「脳を守る」、脳型の情報処理シ

ステムの理解と構築を目指す「脳を創る」といった研究領域において、明確な研究目

標を設定し、計画的に取り組むことが必要である。 

 

 


